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（論文内容の要旨） 
 
 東京藝術大学大学美術館所蔵重要文化財『浄瑠璃寺吉祥天厨子絵』（以下、本厨子絵とする）は京都府・
浄瑠璃寺の木造吉祥天立像を納める厨子の扉絵として、建暦２年（1212年）に制作されたものである。
現在は東京藝術大学大学美術館に所蔵されて重要文化財に指定されている。 
 本厨子絵の内面の『弁才天および四眷属・四天王・梵釈二天像』は、この厨子に納められていた木造
吉祥天立像が秘仏であり、扉が常に閉められていたため、保存状態が鎌倉時代の他の板絵と比較しても
良好であった。一方で、外面の正面扉に描かれている『竹雀図』は、表面層の汚れと絵具層の剥落が内
面と比較しても多く、現在ではその表面が全体的に黒褐色になっているため、そこに描かれた図様を確
認することが困難である。このため、本厨子絵の図様において、外面及び『竹雀図』は内面ほど注目さ
れることはなかった。 
 この箇所の赤外線写真からは、木目が流麗な筆線で描かれていることや、雀箇所の線描が非常に細や
かに描かれていることが観察できた。また、目視調査では、外面の木地を覆うような彩色層も観察でき
なかったため、そこには、全面に顔料と考えられる白色が塗布されている内面とは異なった彩色技法が
使用されたと考えられる。このため、内面のみならず、外面にも線描が滑らかに描けるような親水性の
ある色料が途布されたと推定できた。 
 さらに、『竹雀図』においては彩色技法の側面からだけなく、その描かれた内容に関しても不明な点が
窺えた。それは、この厨子に納められた『木造吉祥天立像』を中心とした、天部像を描いた内面の図様
とは異なり、竹の周りを舞い遊ぶ雀を優雅に描いているため、内面とは異なる画題が、この厨子の両面
に描かれていることである。一体なぜ、このような図様が外面の正面扉のみに描かれることになったの
だろうか。 
 これらの疑問に基づき本研究では、本厨子絵の両面を研究対象として、両面の関係性を考察し、この
厨子の本来あるべき姿を、彩色技法と図様の面から、明らかにすることを目的とした。 
 本研究を行うため、実際に両面の制作当初の姿を想定復元模写し、厨子型に配置する。これによって、
彩色技法や表現効果を鮮明に見ることができ、両面の関係性を考察することができると考えた。 
 この厨子の両面を合わせて研究することによって、いままで注目されることのなかった、外面及び『竹
雀図』の価値に新たな見解を与えることが期待できる。 
 本研究の成果であるが、彩色技法としては、想定復元模写の内面には、白土を膠で溶き途布し彩色の
下地にした。また外面には、線描が滑らかに描けるほどの親水性のある染料が途布されたと推定したこ
とから、染料の中でも茶味を帯びた褪色がある蘇芳を膠で溶き途布し、彩色の下地に使用した。これを
本来の厨子型に立体的に配置して観察すると、内面の白色下地の上に描いた彩色が引き立ち、内部の明
るさを強調した演出がされていることがわかった。また、蘇芳を全面に塗って、線描きがされた木目は、
白木のままの木地よりも、木の素材感を得ることができ、木地を生かした表現効果として、非常に優れ
たものであったのではないだろうか。また、木目描きの表現技法は正倉院の宝物にも、その作例が見ら
れるため、古くから格式高く使用されている。このため、この外面には表現技法として、奈良時代の復
古主義的な趣があることがわかった。 
 特出して『竹雀図』は、この厨子が開いた状態では、内面と同時にこれを観察することはできない。
しかし、その線描の緻密さと計画性の高い表現から、彩色技法の面において、内面の緻密な彩色に匹敵
するような優品であることがわかった。 
 また、図様については、吉祥天や内面に描かれた図像との強い関係性は見られないものの、竹と雀の
文様は古くから吉祥の象徴であり、この厨子が奉納されたと考えられる時代には、すでに使用されてい
たと考えられる。このことから、『竹雀図』は内面との強い関係性よりも、この厨子の奉納者の強い意向
や、具体的な権力誇示の象徴として描かれたとも考えられる。さらに、竹に雀の文様は、武家の家紋と
しても使用されるものであり、その発生の由来を具体的に知ることはできなかったが、関係性を無視で
きるものではないと感じた。 
 この厨子は、秘仏である『木造吉祥天立像』を囲む吉祥天曼荼羅を立体的に形成していると考えられ
てきたが、そればかりではなく、両面で鎌倉時代の初期に見られる奈良時代の復古主義的な感覚を持つ
といえる。それと共に、彩色技術者の高い計画性の基に鑑賞した場合に表現される立体的な演出と、奉
納者の意向も色濃く取り入れられている。これらの複合的な要素が盛り込まれた貴重な厨子であること
を明らかにすることができた。 
 本厨子絵は、両面合わせて見ることによって、はじめてこの厨子の制作背景や時代性が窺えるもので
あったため、本研究によってこの厨子の両面に焦点を当てることができた。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、東京芸術大学大学美術館所蔵の「浄瑠璃寺吉祥天厨子」について、厨子の本来あるべき姿
を、彩色技法と図様から解明するため、目視はもとより光学的調査の成果に基づいてサンプルを作成し、
当初の姿を想定復元模写し、完成させた制作工程を詳細に論述したものである。 
 本厨子絵は、もと京都府・浄瑠璃寺の木造吉祥天立像を安置する厨子の奥壁と三方の扉に描かれたも
ので、『浄瑠璃寺流記』から鎌倉時代（建暦二年－1212）に制作されたことが推定されている。ところで、
厨子絵は早くに寺外に流出し、明治22年（1889）に東京美術学校が購入している。 
 本論文は序論、第一章・調査、第二章・彩色技法、第三章・図像復元、第四章・想定復元作品からの
考察、総括で構成されている。論文では、厨子内面すなわち奥壁の弁才天及び四眷属像１面、左右扉の
四天王像４面、正面扉の梵釈二天像の２面の計７面は白土下地で彩色し、正面扉の外面に描かれる竹雀
２面は蘇芳地に木目を墨で描き、竹雀を彩色することで、内部の明るさを強調する工夫がなされている
ことを述べている。他方、図様については厨子内面に描かれた諸尊、もとより吉祥天立像との関連が問
われルところで、その点、さらに考察されるところであるが、竹と雀が吉祥の象徴としてモチーフに選
ばれ、そこに厨子奉納者の意向を汲みとることができることを述べている。 
 特に、本論文中、想定復元模写する制作工程を述べるところは、鎌倉時代前期のさらに厨子絵の藍本
となった天平時代における古典様式の図様や彩色技法を理解する上で本論文は美術史学の研究領域から
も評価できる。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 本作品は、東京藝術大学大学美術館所蔵『浄瑠璃寺吉祥天旧厨子絵』（重要文化財）の想定復元模写で
ある。復元技法の想定には、日本画家としての実技的見地から新たな熟覧調査を行って、美術史分野で
の先行研究の成果を確認するとともに、技法の詳細を観察し、テストピースの作成を繰り返してきた。 
 本作品は、そうした原本の鑑賞と観察の中で、現在では７面に解体されている板絵を厨子絵としてと
らえ直す視点に立って制作されている。板絵の両面性、厨子絵の立体性、扉絵の機能性を考慮しながら、
内面である「弁才天および四眷属・四天王・梵釈二天像」と外面である「竹雀図」の両面を想定復元模
写として制作し、厨子型に配置した展示によって『浄瑠璃寺吉祥天旧厨子絵』の全体像を提示した。 
 特に、線描と彩色の優品として名高い内面の「弁才天および四眷属・四天王・梵釈二天像」が重視さ
れる傍らで、これまであまり研究対象とされなかった外面の「竹雀図」に焦点を当てた本作品は、『浄瑠
璃寺吉祥天旧厨子絵』研究の進展に寄与し得る作品といえる。観察と検証の末に想定した蘇芳の赤色に
墨描きの木目や模造の竹竿といった“戯作”を配した「竹雀図」の鮮烈な外観が、扉を開いたときに初
めて見える内面「弁才天および四眷属・四天王・梵釈二天像」の白色世界を荘厳する役割を十分に担っ
ていたという本研究の大胆な想定は、厨子型に配した作品の提示によって一定の説得力を持った。 
 これらの成果は、幅広い日本画の技法研究と制作者自身の高度な技術に支えられてこそ実現できたも
のとして高く評価できる。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本研究は、東京藝術大学大学美術館所蔵『浄瑠璃寺吉祥天旧厨子絵』（重要文化財）の復元研究であり、
内面の「弁才天および四眷属・四天王・梵釈二天像」と外面の「竹雀図」等を併せた想定復元模写とし
て行われたものである。 
 『浄瑠璃寺吉祥天旧厨子絵』は、内面「弁才天および四眷属・四天王・梵釈二天像」の精緻な描線と
彩色が絵画として高く評価されてきた。しかし、立体として構成される厨子においては、内面と外面を
切り離して考えることはできないというのが本研究の視点である。そうした視点から、これまでに先行
研究が乏しかった外面についても、正面扉の「竹雀図」を中心に調査と考察を重ね、想定復元模写とし
て具体的なイメージを探求した。特に「竹雀図」において、墨描きの木目や模造の竹竿といった“戯作”
の表現に注目し、鮮明な想定復元像を提示している。 
 学位審査の展示では、想定復元模写として制作した７面の板絵を厨子形に配置し、厨子扉の開閉によ
って起こる外面と内面とのコントラストを視覚的に提示することに成功した。これまで、内面の「弁才
天および四眷属・四天王・梵釈二天像」と外面の「竹雀図」を主題として関連付けることのできた先行
研究はなかった。しかし、本作品では、白土下地で被覆された内面と木地を残した外面に予め造形的違
和を認めることで、主題に関連性を探ろうとする固定観念から一旦離れ、内面と外面のコントラストに
こそ本厨子の造形的な制作意図があったことを立証したといえる。 
 以上のように、本研究は、厨子絵の優品として著名な『浄瑠璃寺吉祥天旧厨子絵』に造形的な視点か
ら新たな見解を提示したものとして高く評価される。 
